
建 築 の 諸 実 体
遠 隔 接 触 に よ る 自 己 の 覚 醒

1　研究背景と目的

　
　本研究は日頃より漠然と心惹かれる存在であった“月”について考えるところから始
まっている。月という存在は、私たちにとってその全てを知ることはできない不可思議で
遠い存在である。しかし、同時に何か親しまれる存在でもある。一見すると矛盾するよう
な二つの性質を同時に持ち合わせている状況は興味深い。

　　　　人々にとって建築が月のような存在であることはできないだろうか。
　
　本研究では、まず月が人間に与える心的影響から建築へと変換可能なキーワードを
探しだし、そこから月のように私たちの側にありながらもどこか妖しい魅力を持っている
ような建築を考えたい。

2　神 し々さ、「崇高」

　
　
　宇宙や大自然のような人知を超えた存在と対峙した時、湧き上がる強い感情は崇高なるものという表現が
ふさわしいように思う。崇高とはいかなる感情であるか、文献研究を行い明らかにする。なお本研究では、近代
崇高論の立役者であるエドマンド・バーク、イマヌエル・カントによる崇高論を参考にした。

「崇高」のはじまり

　桑島（2008）によれば、「最初に美的概念として「崇高」が登場したのは、紀元後一世紀ころ書かれた文体論
『崇高について』Peri Hypsous」である。作者は長らくロンギノンスと考えられていたが、実際には作者未詳とさ
れる。これが「1674年になって、フランス古典主義者二コラ・ボアローにより、フランス語に翻訳され」る。「1757年
にエドマンド・バークが『崇高と美をめぐる我々の観念の起源にかんする哲学的探究』を世に問い」た。さらに、イ
マヌエル・カントによる「三批判書『純正理性批判』（初版1781年、改訂第二版1787年）、『実践倫理批判』（1788
年）、『判断力批判』（1790年）」のうち『判断力批判上』において崇高なものの分析論が展開されているとされる。

2_1　崇高なる体験起生のメカニズム

　
　バークは「自己保存に属する諸感情は苦と危険に依存する」とし、「自己保存に属する諸感情は、あらゆ
る感情のなかで、もっとも強いものである」と述べている。そして「現実にそのような境遇にいないで苦と危険
を心に浮かべるとき、それらは歓喜とな」り、これを崇高としている。
　
　カントは崇高の観念を美と対照させて説明している。「美」は、客体のもつ属性との直接的関係を契機に
もたらされるので、その規定根拠を主体の「外」にもっている。一方、崇高は本質的には規定根拠を客体に
は求め得ず、主体の「内」で展開される生のダイナミクスのなかにその規定根拠を持つとされる。さらに、崇
高は苦や感性的挫折と呼ばれる否定的契機に基づき、桑島（2008）の解説によれば、否定的契機（感性
的な挫折＝苦）に出会い耐えることが、逆説的にも自己の内部にある「人間理性」へと歩みよる飛躍のため
のきっかけとなり、本来的な「人間らしさ」の覚醒がもたらされるという。つまり、崇高なる体験の先に見いだ
されるものとは、自己の覚醒ではないだろうか。

否定的契機（苦＝感性的挫折）
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【 美の体験 】

【 崇高の体験 】



【 水平と垂直のつながり方の検討 】

・水平要素（地面・屋根）と垂直要素（柱）がそれぞれ自律的である

・柱と地面が滑らかに繋がることで地面との一体性が生まれる

・柱と屋根が滑らかにつながることで建物の構成物に一体性が生
  まれる

2_2　崇高の要因

　バークやカントは崇高の観念を引き起こす要因として以下の事柄にふれている。

2_3　諸実体と諸関係　

　スティーブン・シャヴィロ（2016）は『モノたちの宇宙』（上野訳）の中で、美的姿勢には、「美
の美学」と「崇高の美学」があることを解いている。その中で美の美学は諸関係の世界に、崇
高の美学は諸実体の世界にふさわしいとされている。ただし、これらは交互に繰り返される美
的姿勢であるから、どちらか一方だけということではない。
　私たちを魅了する美は、調和をもち、また同じように恐怖や謎といった量りきれない部分も
持っているようだ。
　
　本研究では、物として私たちの前に立ち現れた時、その存在が心地よいだけでなく、どこか
に量りかねる部分を持ち合わせているような建築を考えたいと思う。

2_4　完全接触と遠隔接触　

　「遠隔接触」とはスティーブンの『モノたちの宇宙』の中に出てくる言葉であるが、私見を交え
てその意味を考えたい。私たちがあるモノの意味や機能を知り、全てを把握しているという気に
なっている状況を“直接的完全接触”とするなら、意味も機能もよく分からず、私たちはそのモノを
決して把握した気にはなれないのだが、何か惹かれ感ずる部分がある時、それは“遠隔的な不
完全な接触”とも呼べる状況が起こっているという事ができるのではないだろうか。
　私は、建築と接触する時にはこのような“遠隔的な不完全な接触”が重要であると考える。

2_5　対象化できること

　月は地上からその輪郭を捉えることができる。かたちも単純である。対象物として捉えることが
できるという点では太陽よりも近しさを感じる。月は私たちの内に対象化できる、ある再現可能性
をもった存在であり、そのことが親近感にも関係しているのではないだろうか。
　人が何かモノと関係性を結ぼうとする時、ある程度それを把握できることも重要であるようだ。
よって本研究では秩序というものも一つの重要な要素として考えたい。

2_6　秩序とそれを凌駕すること

・モダニズム建築

　モダニズム建築の中には、単に単純明快で抽象的な空間性だけでない
得体のしれない物質感を帯びたような建築がある。ミースのバルセロナ・
パビリオンはその一つである。水平垂直による強い秩序をもった構成要素
に対して、大理石のもつ肌理は流動的で予測不能である。それは自然の象
徴とも言えるべきものではないか。バルセロナ・パビリオンでは、この両者
が一つの空間に存在するという不思議な不気味さ、物性の力が感じられる。
バシュラールの言葉を借りれば、「幾何学が物質を限定したいと思う表面を
飛び越えて膨張する力」である。

　同じく近代建築を代表する建築家にルイス・カーンがいるが、彼の建築も
また物性の力を感ずる所がある。彼の建築には幾何学が多用されているが、
コンクリートが充填された太い柱や厚い壁はずっしりとした量感がある。抽
象的というより具象的で、力強い印象を受ける。どっしりとしたその姿は、長
い間その地にある遺跡のようである。重量感のあることが私たちに不動なる
感覚を与え、それが建つ地との深い結びつきを感じさせるのか。不動なる感
覚とは、それ自体が膨大な時間を内包し、私たち人間が簡単には到達し得
ないような閾にその建築が在るという感覚にさせるのかもしれない。

・建築の構成物に施される彫刻

　歴史的建築物には壁面や柱などに細かな彫刻が彫られているものがある。細かな彫刻により
その全体がより偉大に感じられる効果があるのではないか。情報量の多さや、芸の細やかささは
私たちに膨大な時間を彷彿させ、圧倒する。
　また、自然界には真っ直ぐなものは存在しない。でこぼこしていたり、角ばったものもあらゆる
作用の中で角が取れていき、丸みを帯びてくるという法則がある。私たちはでこぼこしていたり、
角が取れているものに関して自然的な要素を感じやすいのではないだろうか。凹凸や角が取れ
ていく現象はまさにその場所で起こっていることであり、それが意味することとは、そこに含まれ
た時間の証でもあると思うのだ。こうして微細な凹凸は、やがて場所との密接なつながりの印象
として私たちにうったえかけるのではないだろうか。一方、建築は構成的であることが多いから、
一般的には床があり、柱が立ち、天井を支えるという構造が成り立つ。このような構成的な建築
物において受ける印象は、諸々の構成要素に分解されやすいという側面を持っているのではな
いだろうか。しかし、柱や天井に境目なく刻まれる彫刻がある場合、それらは建築の構成要素の
集合であることを超えて一体化し、全体でひとつの物体、空間となり得ると考えられる。この時受
ける感覚は、たとえそれが平面的に見れば幾何学的構成であったとしても、平面や立面といった
二次元に分解されることはなく、常に三次元的なものとして認識されるのではないかと思う。

2_7　まとめ

　月が私たちに与える心的印象として崇高性が関わり、その崇高性は自己の覚醒に関わることが導き出された。崇高なる経験を創出さ
せるためには把握しきれないことが重要であるという仮説を立て、我々の認識の把握が及ばぬような世界を「諸実体」とした。そして、人は
諸実体との遠隔接触によって崇高なる体験、つまり自己の覚醒が起きると考えた。

3　設計手法の抽出

　手法として水平、垂直、まっすぐの「初等幾何学」に対し、そうでない流動的な有機的なものを「自然幾何学」とし、
これらを同時に存在させることにより得体の知れない魅力を持った空間性を創出することを考えた。
　
　スタディを行い、初等幾何学と自然幾何学がどのように存在すべきか検討を行った。

3_1　スタディ分析によるまとめ

　スタディより、対象物的だったものが空間をつくる包摂物とつながっていくことで、見ているそれが対象物であるのか、包摂物であるのか認識の中で入れ替わ
りが起きる事が分かった。この時、私たちの感覚としてはつかみきれないという感覚が生じ、建築との遠隔接触につながる可能性が起きるという仮説が得られた。

  ・幾何学的なものの中に自然物のような有機的なかたちが匿われている。
  ・初等幾何学と自然幾何学が入れ子のような関係にあり、自然界の有機的な
　中に幾何学的な対象物があるという日常の環境から反転を起こしている。
  ・幾何学による人工物と自然物の拮抗感がある。

  ・水平と垂直で構成された空間の先にそれを逸脱した道のような様相の
　ものが見え、さらにその道上に柱のようなものがある。上昇するこれに目
　をやっていくと、ねじれながらいつの間にか天井に吸収されてしまう。見
　ているそれは対象物なのか、それとも空間を包む包摂物なのか、不思議
　な感覚が生まれている。

  ・三次元上で直交する二つの四角形の上面と側面に連なるように自然幾
　何学的形態が接続する。これにより、異なる高さにある四角は連なるもの
　ともなりはじめる。
  ・上方の四角から覗くと、下の四角の上面から伸びた流動的な自然幾何学
　が側面にふいに現れ、奇妙さが生まれている。

  ・四角から天井に伸びる道のようなものは直線が持つリズムから大きく逸脱する。意外性のある動きを見せることで四角に付随するも
　のという以上に何者かになっている。流動的な動きとともに垂直の柱があることで、視覚的にどっち着かずの状況を起こしているので
　はないか。
  ・道上にある柱は、柱にしては細く屋根から伸びる自然幾何学を釣っているようにも見える。屋根を支えるための柱というような建築の
　機能に変換されないことも重要であるようだ。
  ・箱から垂直に伸びる柱は天井と接続する際、滑らかにつながることによって、ひと塊である物体感がでている。

  ・岩のような自然物に幾何学が貫入しているように見える。
  ・歩いていく中で包摂物とその先にある対象物としての空間の質にギャップ
　が生まれている。
  ・四角の入り口から入っていくと、岩のようなモクモクしたものに包摂される。
　しかし、その先に水平の屋根、垂直の柱といった幾何学的空間が見える。
  ・今、自分がいるところで経験している空間と、視覚で捉える空間にギャップ
　が生じていることで、把握しかけたものが揺さぶられるという現象が起きる。

  ・自然幾何学が箱型の初等幾何学を取り巻いているようである。初等幾何学に
　対し、自然幾何学の付属感が多少ある。
  ・搭状のような外形は、自然幾何学と初等幾何学の追いかけっことして良いの
　ではないか。

数学的崇高   「絶対的に大なる数や量」「絶対的な大きさや多数性」
     例）満点の星々のまたたく夜空、エジプトのピラミッドの巨大な外観など

力学的崇高   「絶対的に大なる圧倒的な力」
     例）急峻な岩山、電光・雷鳴をともなう雲のひろがり、暴風雨など
　  恐怖ないし畏怖心を惹起させる自然の威力

・脅怖 ・朦朧性 ・明るさ：暗くて陰気である
・壮麗（マグニフィセンス） ・容積の偉大 ・極端な小ささもある程度崇高
・困難（ディフィカルティ） ・色：黒、茶、または、暗紫色などのような、沈んだ黒ずんだ色
・無限（インフィニティ）
人工的な無限を構成するもの：連続性（サクセッション）と一様性（ユニフォーミティ）

・美の美学

・崇高の美学

美的姿勢

互いに緩和、順応しあう「パターン化された対比に編み込まれた」差異の問題
 ▷変異（形態変化）、意味の網の目の増殖、無限伝搬などが含まれる

それじたいの深みに隠遁した何かのもつ魅惑が問題
 ▷モノの個体性、唯一性、それ性 thereness など

⇒　【 諸実体の世界 】

⇒　【 諸関係の世界 】

  ・箱を重ねたような典型的なビルディングタイプの様相であるが、所々で垂
　直な面がくぼんでいたり、自然物のようなものがぶら下がっていたりする。
  ・俯瞰的にとらえる視覚的な認識と、微視的な体験で捉える認識にギャップ
　が生じている。認識を揺さぶるひとつの効果になり得るかもしれない。

【フリッツ・ノイマイヤー：バルセロナ・パヴィリオン 1928―29(1986年再建)・トゥ―ゲントハ―ト邸 1928―30 / ミ―ス・
ファン・デル・ロ―エ／[作] ， GAグロ―バル・ア―キテクチュア，A.D.A.EDITA Tokyo , （1995.3）】

左）　シェル・エ・バングラナガーバングラデッシュ首都計画
右）　ソーク生物学研究所

【ルイス・カーン : 建築の世界 / デヴィッド・B・ブラウンリー,デヴィッド・G・デ・ロング／編著 ; 東京大学工学部建築学科
香山研究室／監訳ルイス カーン】 

左上）　日光東照宮
【https://www.hatobus.co.jp/app/search/course_detail/index?c_code=H103B&s_date=20190228&print_flg=1】

左下）　サグラダファミリア
【https://tabijozu.com/barcelona-sagradafamilia】

中上）　アンコールワット
【https://ameblo.jp/bunrath/entry-12385040864.html】

中下）　アミアン大聖堂破風
【https://www.abaxjp.com/angkor-gothic/angkor-gothic.html】

右）　ミラノ大聖堂
【https://www.abaxjp.com/angkor-gothic/angkor-gothic.html】

【 E，バークにおける崇高を引き起こす要因として考えられている事柄 】 【 カントにおける崇高を引き起こす要因として考えられている事柄 】

・柱と地面、柱と屋根がそれぞれ滑らかにつながり、屋根から地面
  までが一体となる



4　設計提案

　
　プログラムにシェアハウスを設定する。

空間自体が得体の知れなさを持つことで、異質な他者どうしが共に住まうという環境の中で余白や余裕が生まれることを期待する。

建築が、人に使われ、親しまれ、そして遠くの存在でもあるようにありたい

対 象 物 が 包 摂 物 で も あ る よ う な

空間づくりのコンセプト
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玄関ポーチの様子


